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〈症例報告〉高齢者のスポーツ障害に対する鍼治療
: 日本泳法修錬者の肩痛例

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































棘上筋 棘下筋 小円筋 大円筋 広背筋 三角筋 肩甲下筋 大菱形筋 肩甲挙筋
①	7/26 △ ●
②	8/2 ●
③	8/20 ● ● ●
④	8/27 ● ● ●
⑤	9/3 ● ●
⑥	9/13 ● ● ● ●
⑦	9/20 ● ● ● ●
⑧	9/27 ● ● ● ●
⑨	10/4 ● ● △ ● ● △
⑩	10/11 ● ● △ ● ● △ △
⑪	10/18 ● ● ● ●
⑫	10/25 ● ● ● ●
⑬	11/1 ● ● ● ●
⑭	11/8 ● ● ● ●
⑮	11/15 ● ● ● ●
⑯	11/22 ● ● ● ● ●
⑰	11/29 ● ● ● ● ●
⑱	12/6 ● ● ● ● ●
⑲	12/20 ● ● ● ● ●
⑳	1/7 ● ● ● ● ● ●
㉑	1/17 ● ● ● ● ● ●
㉒	1/24 ● ● ● ● ● ●
㉓	2/4 ● ● ● ● ● ●
㉔	2/14 ● ● ● ● ● ●
	 筑波大学理療科教員養成施設紀要　第４巻第１号（2019）	 27
推奨している。厚生労働省から発表されてい
る「健康日本21（第二次）」15）によれば、
2018年度時点で、女性の平均寿命87.14年
と健康寿命（日常生活に制限のない期間）
74.79年との差は、12.35年となっている。
この期間をどのように短くし、健康寿命の延
命の実現を目標にするかを厚生労働省が同じ
く「健康日本21（第二次）」16）で策定してい
る。その基本方針のなかには、身体活動・運
動は生活習慣の予防のほか、社会生活機能の
維持及び向上並びに生活の質の向上の観点か
ら重要である。と策定されている。このよう
に今後、中高齢者の運動活動にはさまざまな
支援が必要であり、鍼灸施術もどのような支
援ができるかが課題である。一方、スポーツ
選手の鍼治療の受療状況に関する報告1）はい
くつかあるが、おおむね25〜35%が鍼治療
を受けている。このように鍼治療に対するス
ポーツ選手の期待は大きい。
近年では健康意識などの高まりとともに、
中高齢者の水中運動など、運動の参加が多く
なっている。アクティブエイジング全国調査
票（2008）17）によると、男女50〜80歳の
1434名に対して行った調査で継続希望（現
在実施している運動・スポーツ種目）61種
目中、１位：散歩　39.1%、７位：水泳　9.0%
となり、開始希望率（今後参加意欲がある）
65種目中、１位：サイクリング　20.5%、４	
位：水泳　14.9%となっており、水泳のニー
ズが高まっている。そして、水泳の泳法にも
様々な種類があり、日本には伝統的な日本泳
法がある。
日本泳法とは、日本古来より存在する伝統
的泳法で、別名「古式泳法」とも言う。公益
財団法人日本水泳連盟に現在認められている
流派は、13である。この13流派のうち水府
流太田派だけが明治時代の初期にその淵源を
もつが、他の流派はほとんど江戸時代に誕生
している。その分布と隆盛は、日本文化の発
展と各地方の実用上の必要や軍用の武術とし
て奨励にしたがって、それぞれ異なってい	
る18）。この水中運動である日本泳法は、全身
への浮力が生じるため、陸上での運動と比較
して関節への負担が少ない19）。そのため、陸
上での運動に負担が大きい高齢者などに水泳
は推奨できるスポーツである。
しかし、そこで問題となるのが、新たなス
ポーツを始めることは、身体的な制限により
諦めてしまうことや、不慣れな動作によりス
ポーツ障害が生じてしまうことである。本症
例の日本泳法による愁訴も同様であり、不慣
れな複雑な動作に問題があったと考えられ
る。日本泳法は特殊な基本肢位での独特な動
作であり、初学者には身体的な負担は大きい。
そのため、高齢者の新たに始めるスポーツと
して推奨することは難しい。だが、新たなス
ポーツ種目に挑戦し、目標達成することは心
理機能が向上しうる20）。また、身体に負荷の
かかる水中運動は、日常生活動作も向上す	
る21,	22）。このことから、日本泳法も新たなス
ポーツの選択肢として考えうるのではないだ
ろうか。また、今後の多様なニーズにこたえ
るうえで、高齢者のスポーツに対する選択肢
が広がることが期待できる。そのためには、
鍼治療が介入することにより、どこまでサ
ポートすることができるかが課題である。本
症例の場合も、一重伸という基本の泳法を習
得し、次の難易度が高い泳法に進むという目
標があった。そのため熱心に身体機能の向上
に取り組む姿勢があり、その選択手段の一つ
としての鍼治療であった。結果は鍼治療を行
うことにより一定の効果があり、愁訴を解決
する一つの手段となったと言える。
日本泳法などの多種多様な新規スポーツ参
加の環境作りで、運動指導者、理学療法士、
およびリハビリテーションの専門家ととも
に、鍼療法も包括的に貢献することが今後ま
すます求められる。また、そのためには更な
る研究が必要である。
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